







































	 	 	 	 日時：2007 年 12 月 3 日（月）18：00 ～ 20：00





	 	 	 川﨑　晶子（英語教育研究室主任・コミュニティ福祉学部教授）
	 	 ２）	オンデマンド授業「平和と安全保障」の試み
	 	 	 五十嵐　暁郎（法学部教授）
	 	 ３）	立教大学のeラーニング環境の支援体制


































































































































































































































































のは 1995 年です。これは Windows95 が
売り出された年で、それまでの Windows
より使い勝手がいいということと、ブ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と、今年度は 349 名、Excel は 173 名、













































































































































































































































































































































































































































































































































































に FD の意味合いを持った Open	 Course	
Ware をやっているのですけれども、そ
うではなくて、先生方が自分の授業そ
のものをいかに変えていくか、改良し
ていくかという時に、Web を使ってい
ます。これは、例えば少し自分の授業
を工夫したいとそのプロジェクトにア
プライします。そこでアプライすると、
担当している授業の様子をそこに事細
かに載せていくわけです。例えば、シ
ラバス、学期途中のレポートの課題、
それに対する学生のレポート、途中の
授業評価、あるいは、工夫してつくっ
た教材などを掲載していきます。それ
について、外側からいろいろなコメン
トや意見をもらうという仕組みです。
これはｅラーニングとはちょっと違い
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ますが、インターネットと教育という
ことを考えた時に、一つの試みとして
そんなものもあり得るかなということ
で、ご紹介したいと思います。
○司会　それでは、ご質問やご意見等
ありますでしょうか。
○質問　私は外部からの参加者で、イ
ギリスの出版社でマクミランという会
社に勤めている小野と申します。
　先ほど先生方のご講演をうかがいま
して、ｅラーニングの柱は三つあるの
かなと感じました。まず一つは、シス
テムの開発です。いわゆるテンプレー
トをつくることですね。二つ目に大事
なことは、コンテンツをつくる。一番
目につくったシステム、ないしはテン
プレートに流し込んでコンテンツをつ
くっていく。三つめに関しては、サポー
ト体制を構築するということがあると
思いました。特に私どもは出版社です
ので、ｅラーニングをつくっていると
いう立場にある中で、今一番悩んでい
るところは、三番目のサポート体制で
す。これが何なのかなということで、
ずっとお話をうかがっていまして、キー
ワードが、五十嵐先生のご講演の中に
ありました。受講率をどうやって高め
るかというお話があったように思いま
す。
　受講率が高ければｅラーニングは成
功なのか、あるいは、コンテンツがす
べてなのか、そのへんはよく分かりま
せん。ただ、われわれはｅラーニング
を売る立場として、受講率が高いとい
うことは非常に大事なことです。その
中で一番大事なのはサポートシステム
だと思います。いろいろなキーワード
が出てきた中で、コーチングという言
葉を使われた方もいらっしゃいますし、
サポートという言葉を使われた方もい
らっしゃいます。われわれはよくメン
タリングだとか、チュータリングとか
いう言葉を使っています。そういう言
葉を使いながら、いわゆるサポートシ
ステムをどうするのか、このｅラーニ
ングの中でサポートシステムをどのよ
うにとらえていらっしゃるのか。佐藤
さんのお話の中に、よく学生アルバイ
トを使われているということがありま
したし、吉田先生のお話の中にも、コー
チをやっているのはアルバイトだとい
うようなお話もあったと思いますが、
そのサポートシステムというのは、ど
の程度の位置を占めているのか、それ
をどういう形で任せていらっしゃるの
か、そのあたりについておうかがいし
たいと思います。
○司会　支援体制について、佐藤さん、
ご説明いただけますか？
○佐藤　まず、立教大学の中での授業
支援システムとしてのサポート体制と
いうところについて、最初にお話しさ
せていただきます。まだ展開している
授業の数が少ないということもありま
して、自前でシステムを持つ費用対効
果がないといいますか、まだそこまで
に達していないので、基本的には授業
支援システムであるとか、それにかか
わるヘルプデスクといったところは、
完全に外部の仕組みを利用させていた
だいています。
　一方で、学内ではどういったことを
しているかといいますと、まずは学生
アルバイトというところで、学生アル
バイト自身の勉強にもなるという意味
で、最前面に配置しまして、さまざま
な先生方のサポート依頼ですとか、そ
ういったところでは、まず学生を活か
せるところは学生に対応してもらおう
というところで取り組んでいます。
　それ以外の、例えば授業支援システ
ムでのサポートですとか、あるいはコ
ンテンツ制作に関するところのサポー
トについては、やはり外部の専門的な
スキルを持った人に常駐してもらって、
そういった人たちの力を借りながら、
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体制を確保しているというのが今の実
態です。
○司会　五十嵐先生からは、教育コー
チについてお願いします。
○五十嵐　その問題もあるのですけれ
ども、一番私にとって問題だと思われ
るのは、最初に「乗せる」やり方です。
まず乗っかってこないのが現状です。
つまり、授業をやっても、履修登録し
ている学生が半分しか来ないというの
は、通常の授業でもあまりないと思う
のです。これは一体なぜなのでしょう。
最初に乗せるということが非常に難し
いです。ですから、Ｅメールを出して、
秒読みのカウントが流れるとか、「やる
ぞ、やるぞ、やるぞ」というサインが
出るようにするとか。オンデマンド授
業ではちょっと遅れてしまうと復帰す
ることがなかなか難しいということも
あるのかなと思ったりもします。
　ですから、先ほど、最初に一回集め
るということを申し上げました。それ
で顔見知りになりながら、さあ、これ
からやるぞという流れに持っていく。
そんなことをやってみたらどうかなと
思っていますね。
○司会　まだまだ続けたいのですが、
お約束の時間が来てしまいました。今、
小野様に、本日のシンポジウムの内容
をうまくまとめていただきました。
　立教大学はどういう教育を目指すの
か、そのためにはどういう教育システ
ムを構築していくのかという根本的な
話がまずあって、それからｅラーニン
グについても語らなければいけないの
かなというような感じもいたしました。
　その流れに沿って、さまざまな FD を
展開していく必要もあるのかなという
ことを今日あらためて思いました。
　今日はとても短いご発表時間の中で、
吉田先生をはじめ、ほかの４人の先生
方、わかりやすくご発言いただきまし
て、大変勉強になりました。どうもあ
りがとうございました。
　これにてシンポジウムを終了させて
いただきます。ありがとうございまし
た。
